
『
藤
枝
市
議
会
』
の
健
全
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
る

私
た
ち
藤
枝
市
議
会
で
は
、
こ
こ

数
年
に
わ
た
り
、
議
会
の
あ
る
べ
き

姿
を
追
求
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
平
成
26
年
４
月
の
「
議
会
基
本
条

例
」
の
制
定
と
な
っ
て
現
れ
、
そ
の

後
も
条
例
に
基
づ
い
た
議
会
改
革
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
客
観
的
評
価
と
し
て
、

早
稲
田
大
学
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
に
よ
る
「
２
０
１
６
年
全
国
自
治

体
議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、

藤
枝
市
議
会
は
全
国
１
４
６
０
の
議

会
中
、
88
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
の
自
治
体
議
会
で
は

最
高
順
位
で
あ
り
、
本
市
議
会
に
お

い
て
は
２
０
１
０
年
度
の
７
６
５
位
、

２
０
１
３
年
度
の
３
７
４
位
、
そ
し

て
２
０
１
６
年
度
の
88
位
と
、
年
を

追
う
ご
と
に
ラ
ン
ク
を
上
げ
て
来
て

い
ま
す
。

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
評
価

の
基
準
は
次
の
３
つ
の
観
点
で
す
。

①
「
情
報
共
有
」
…
本
会
議
な
ど
の

議
事
録
や
動
画
、
政
務
活
動
費
・

視
察
結
果
の
公
開
等

②
「
住
民
参
加
」
…
傍
聴
の
し
や
す

さ
、
議
会
報
告
会
等
の
実
施
、
住

民
意
見
の
聴
取
等

③
「
議
会
機
能
強
化
」
…
議
会
本
来

の
権
限
・
能
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
機
能
強
化
状
況
等

こ
れ
ら
３
つ
の
観
点
か
ら
審
査
さ

れ
て
い
き
ま
す
が
、
本
市
議
会
が
高

評
価
を
得
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

③
に
当
た
る
予
算
・
決
算
審
査
と
提

言
サ
イ
ク
ル
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
ラ
ン

ク
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

上
図
で
示
し
た
よ
う
に
、
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
、
つ
ま
り
、
住

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

や
施
策
等
を
住
民
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
対
話
の
重
要

性
。
さ
ら
に
は
、
通
年
議
会

に
し
て
議
会
機
能
を
よ
り
活

発
化
さ
せ
れ
ば
、
政
策
立
案

力
や
提
言
力
が
高
め
ら
れ
る

と
同
時
に
議
会
本
来
の
権
限

が
確
立
さ
れ
て
い
く
と
考
え

ま
す
。
市
民
に
信
頼
さ
れ
、

期
待
さ
れ
る
鍵
は
こ
こ
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
「
情
報
共
有
」
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
有
効
活
用
を
！

傍
聴
は
情
報
共
有
の
原
点
で
す
が
、

質
問
に
立
つ
議
員
が
、
事
前
に
支
援

者
に
傍
聴
の
呼
び
掛
け
を
行
い
、
議

場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
答
弁
を
行
う
市
長
、

執
行
部
側
と
住
民
を
代
表
す
る
議
員

と
の
間
に
、
緊
張
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

現
在
は
、
本
会
議
の
傍
聴
が
一
般

的
で
す
が
、
常
任
委
員
会
や
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
等
も
積
極
的
に
公

開
し
、
傍
聴
者
を
増
や
す
努
力
が
必

要
に
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
平
成

25
年
５
月
か
ら
本
会
議
に
限
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
と
過
去
の
本
会
議

に
つ
い
て
も
録
画
配
信
し
て
お
り
、

家
庭
等
で
の
議
会
傍
聴
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
議
場
独
特
の
臨

場
感
が
伝
わ
ら
な
い
点
は
、
撮
影
方

法
等
の
改
善
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
。

政
務
活
動
費
の
使
途
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
10
月
か
ら
、
県
内
の
議
会

で
一
番
早
く
、
全
て
の
領
収
書
を
ネ
ッ

ト
上
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
11
月
か
ら
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
、
会
議
に
必
要
な
資
料

が
議
員
に
一
斉
配
信
さ
れ
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
や
所
属
委
員
会
を
超
え
た
全

て
の
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
受
信
だ
け
で
な
く

議
員
側
か
ら
発
信
す
る
用
途
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
平
井
）

◇
「
住
民
参
加
」
に
つ
い
て

も
っ
と
寄
り
添
う
努
力
を
！

議
会
傍
聴
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
、

本
市
議
会
で
は
、
平
成
29
年
２
月
か

ら
名
前
、
住
所
等
の
記
入
な
し
で
傍

聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
）
は
、
平
成
22
年
11
月
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
議
会
報

告
と
同
時
に
、
市
民
の
意
見
を
お
聞

き
す
る
場
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
主
に
、
土
曜
日
の
午
後
、
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
毎
年
４
地

区
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
参

加
者
は
、
合
計
で
１
３
６
人
で
し
た
。

こ
の
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
全
体
の
参
加
者
数
が
伸
び
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
会
場
に
よ
っ

て
参
加
者
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

す
。
女
性
が
少
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の

参
加
者
が
60
歳
か
ら
70
歳
代
で
あ
る
。

つ
ま
り
女
性
と
若
者
の
参
加
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
決
ま
り
き
っ
た
形
で
は
な
く
、

も
っ
と
気
楽
な
雰
囲
気
の
中
で
話
し

合
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
、
市
民
と

議
員
が
身
近
な
課
題
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
す
。
今
後
は
、
私
た
ち
議
会

の
ほ
う
か
ら
、
も
っ
と
市
民
の
皆
さ

ま
に
寄
り
添
っ
て
い
く
努
力
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
遠
藤
）

◇
「
議
会
機
能
強
化
」
に
つ
い
て

執
行
部
と
切
磋
琢
磨
す
べ
き
！

藤
枝
市
議
会
で
は
予
算
・
決
算
・

常
任
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
時
系
列

で
同
施
策
事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
審
査
し
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に

各
事
業
の
内
容
が
詳
細
に
把
握
さ
れ
、

そ
の
事
業
の
必
要
性
や
問
題
点
な
ど

を
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
抽
出
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
審
査
し
、
提
言
す

る
こ
と
で
、
議
員
個
人
個
人
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

執
行
部
は
、
事
業
一
つ
ひ
と
つ
を

取
り
上
げ
る
こ
と
で
調
書
作
成
な
ど

手
間
は
増
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
い
い

緊
張
感
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
事

業
の
過
年
度
、
現
年
度
、
翌
年
度
そ

れ
ぞ
れ
を
見
な
が
ら
、
方
向
性
や
必

要
性
ま
た
は
課
題
解
決
策
等
に
つ
い

て
、
議
会
か
ら
意
見
や
提
言
を
も
ら

え
る
こ
と
で
、
事
業
の
見
直
し
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
議
会
と
執
行
部
が

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
よ

り
よ
い
市
政
運
営
を
行
な
え
る
よ
う
、

活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
現
在
で
は
、
全
国
各
地
の

自
治
体
か
ら
予
算
・
決
算
・
提
言
の

審
査
サ
イ
ク
ル
と
常
任
委
員
会
と
の

リ
ン
ク
に
つ
い
て
視
察
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
（
小
林
）

- 1 -

第02号 藤枝市議会の新生会派 平成30年3月31日（土曜日）

志太創生会報
shida sousei kaihou 

わたしたちが目指すのは

「志太の未来の創造」

2018.March

発行所
〒426-8722 藤枝市岡出山1-11-1

藤枝市議会「志太創生会」

shida-sousei.jp
info@shida-sousei.jp
編集・制作：平井登

印刷：㈱共立アイコム

よ
り
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て

ま
だ
ま
だ
変
わ
る
藤
枝
市
議
会

平井登議員

遠藤久仁雄議員

小林和彦議員



所管 事業名 質疑要旨 答弁内容

２款  １項  総務管理費

９目 広報広聴費

広 報 ふ じえ だ 発 行 費

従来から月２回発行されているが、配布してい
る自治会や 町内会では負担を感じている人が
多い。広報の配布を月１回に減らし、細かい内容
はホームページにアクセスするや り方に改めら
れないか伺う。

確 かに 市民 に負 担を おか けし てい るが 、必
要な情報を適切な時期にお届 けす るこ とを
重視して、月 ２回 の発 行を継続 して いる 。今
後の在り方 につ いて は、自治 会な どの 様々
な意見を聞きながら考えていきたい。

１０款  1項  総務管理費

３目 教育指導費

教 員 の 働 き方 改 革 支 援 事 業 費

多忙化解消策の一つとして、３名の部活動指導
員が配置される計画である。どこの学校に、ど
のような方が配置されるのか 。また 、勤務時間

外の電話対応に音声メッセージを導入する予定
のようだ が、どこの学校が対象か伺う。

部活動指導員は、働 き方 改革 モデ ル校 の高
洲中学校等に配置する。学校 教育 への 理解
があり、教員免許を有して いる 者、競技 に精

通している者を考えている。音声メッセージ
は全ての小 ・中学校に導入する。

２款  １項  総務管理費

８目 防災対策費

医 療 救 護 体 制 強 化 事 業 費

大規模災害時に開設する救護所に、外科系 医師
を 含 め 、医 療関 係者 を確 実に 配置 でき るよ う、
現在 12か所 ある 救護 所を ４か 所に 集約 し、医療
救護体制を強化するが、市外に住 んで いる 医師
の救護活動はどうなるのかを伺う。

市外に住んでいる医師も市内救護所で活動
することになっている。ただ 、発災 の時 間帯
に よ っ て は 、参 集す るま でに 時間 を要 する
た め 、市内 に住 む医 師を 中心 に４ か所 の主
要救護所にバ ランスよく配置する。

３款  ２項  老人福祉費

１目 老人福祉総務費

老 人 ク ラ ブ 補 助 金

「老人クラブ 」への加入者数とクラブ 数が減少
している。そして、市の連合会に加入していない
団体も数多くみられる。このような現状をどう

とらえているか伺う。

現在56のクラブ が連合会に所属し 活動 をし
て い る 。会 員の 減少 につ いて は、連合 会が
会員獲 得に 努力 をし てい る。連合 会に 加入

していない 老人 クラ ブ へ の支 援に つい て、
連合会の意見を聞きながら考えていく。

４款  ２項  環境衛生費

２目 環境政策推進費

家 庭 系 生 ご み 回 収 資 源 化 事 業 費

平成23年から始まり、現在市内の約１万 １千世帯
で、生ごみの分別回収を行っている。これは市

全体の約５分の １である。２年間ほどこの状態が
続いているが、実施地域では不公平感を感じて
いる人もいる。今後の展望を伺う。

生ごみ処理施設の体制を整え 、32年度 まで
には対象世帯を２万 世帯 に広 げた いと 考え

ている。循環型社会の構築を目指し、生ごみ
のたい 肥化 事業 に取 り組 んで いる ので 、ご
理解をいただ きたい。

７款  １項  商工費

３目 観光費

朝 比 奈 大 龍 勢 イベ ン ト事 業 費 補 助 金

「朝比奈大龍勢」が、本年10月 20日 （土 ）に行わ
れる。併せて「全国龍勢サミット」が計画されて
いるが、内容を伺う。また、トイレ確保や 地元住
民の物産販売など、充分なおもてなしができる

のか伺う。

龍 勢打 ち上 げを 前に 、岡 部以 外の 全国 ５つ
の 保 存 会 の活 動紹 介や 講演 会を計画 して
いる。仮設トイレは、設置数や 設置 場所 の最
適化を検討する。地 元住 民の 物産 販売 につ

いては、岡部町商工会と相談する。

総

務

文

教

委

員

会

健

康

福

祉

委

員

会

建

設

経

済

環

境

委

員

会
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市債残高の大幅縮減で財政は着実に健全化

平成30年度
藤枝市予算
歳入と歳出

市長・執行部

（３月８日～１３日） 「予算特別委員会」において質疑した事業の紹介
〈志太創生会の予算特別委員〉

遠藤久仁雄

一般会計 歳入 508億8,000万円（対前年比 1.6％増）

主な歳入予算の増減と要因

市 税
206億円 （対前年比＋1.0%）

企業収益および雇用・所得環境改善による増

地方交付税
30億円 （対前年比▲2.0%）

国の地方財政計画による－2.0%相当分の減

地方消費税交付金
等各種交付金

32億5,900万円 （対前年比＋11.5%）

地方消費税交付金の配分割合見直しによる増

国庫支出金
70億6,142万円 （対前年比＋7.1%）

民生費負担金、補助金、社会資本整備総合交付金等の増

県支出金
35億3,064万円 （対前年比＋5.1%）

光ファイバ網整備、産地パワーアップ事業費補助金の増

繰入金
21億9,440万円 （対前年比＋0.9%）

ふるさと応援基金の増、財政調整基金繰入金の減

市 債
34億1,720万円 （対前年比▲13.3%）

斎場建設事業負担の減、臨時財政対策債の減

一般会計 歳出 508億8,000万円
〈性質別〉主な歳出予算の増減と要因

人件費
63億6,609万円 （対前年比＋5.5%）

退職者の増加に伴う退職手当の増

物件費
62億1,336万円 （対前年比＋4.5%）

学校ＩＣＴ環境整備事業費と医療救護体制強化事業費の増

扶助費
109億8,820万円 （対前年比＋10.9%）

保育給付費、自立訓練等給付費、生活保護費の増

補助費等
83億9,689万円 （対前年比▲2.9%）

志広組の負担金の減、子育て世帯移住定住促進事業費は増

投資的経費
60億3,435万円 （対前年比＋5.0%）

三輪立花線、施設アセットマネジメント計画推進事業費の増

繰出金
41億7,990万円 （対前年比▲14.2%）

国保事業、下水道事業等の特別会計繰出金の減

公債費
48億2,709万円 （対前年比▲5.8%）

元利償還金の減

■市債残高の見通し （一般会計・特別会計・企業会計の合計。臨財債を除く）

年度 20年度末 29年度末 30年度末 31年度末 32年度末 33年度末

合計 872.1 525.4 499.8 480.0 460.8 440.7

単位：億円

●全保有基金残高 Ｈ２０ 113.8億円 ⇒ Ｈ３０ 143.9億円

●財政調整基金残高 Ｈ２０ 32.3億円 ⇒ Ｈ３０ 52.1億円

■基金残高を、さらに確保し財政の弾力性が向上



問
１

「
空
き
家
解
体
・
除
却
事
業
」
、

「
空
き
家
解
体
・
除
却
後
の
固
定
資

産
税
減
免
制
度
の
創
設
」
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

答

解
体
費
が
高
額
で
や
む
な
く
放

置
し
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
ま

た
、
解
体
す
る
と
土
地
に
課
税
さ
れ

る
固
定
資
産
税
等
の
軽
減
措
置
が
無

く
な
り
税
額
が
４
倍
程
増
加
す
る
。

こ
の
た
め
空
き
家
の
除
却
費
を
一
部

助
成
す
る
事
業
（
補
助
率
１
／
２
・

限
度
額
30
万
円
）
と
除
却
後
の
税
負

担
軽
減
制
度
（
最
大
3
年
間
は
、
住

宅
特
例
の
適
用
が
あ
っ
た
場
合
と
同

程
度
額
の
減
免
）
を
創
設
し
た
。

問
２

「
公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
等
導
入
推
進
事
業
」
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答

公
共
施
設
や
一
般
家
庭
、
事
業

所
に
太
陽
光
発
電
等
の
導
入
支
援
を

進
め
て
来
た
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
電
力
固

定
価
格
買
取
制
度
）
の
価
格
下
落
等

で
普
及
が
鈍
化
傾
向
に
あ
る
。

経
産
省
の
新
規
補
助
金
事
業
を
活

用
し
、
市
内
46
箇
所
の
公
共
施
設
を

対
象
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

と
蓄
電
設
備
の
導
入
に
向
け
た
可
能

性
調
査
を
行
う
。

問
３

農
業
支
援
の
強
化
に
お
け
る

「
地
域
農
業
振
興
事
業
基
金
」
の
活

用
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

答

農
地
の
有
効
利
用
や
担
い
手
の

確
保
と
育
成
、
農
業
の
生
産
性
向
上

に
繋
が
る
総
合
的
施
策
を
横
断
的
に

展
開
し
「
持
続
的
に
発
展
す
る
農
業

の
確
立
」
を
図
っ
て
い
く
。
国
や
県

の
補
助
金
等
を
最
大
限
に
活
用
す
る

と
と
も
に
本
基
金
を
有
効
活
用
す
る
。

問
４

「
中
山
間
地
域
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
工
程
等

を
伺
う
。

答

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
決
定
す
る
。
着
工
時
期

は
、
本
年
夏
頃
を
目
途
に
進
め
て
い

る
。
利
用
開
始
時
期
は
平
成
31
年
４

月
を
予
定
。
地
元
説
明
会
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
と
調
整
の
上
、
地
元
関

係
者
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
５

「
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
移
住
・

定
住
促
進
事
業
」
の
拡
充
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

答

本
市
が
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る

ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の

市
外
の
子
育
て
世
帯
に
加
え
、
本
市

に
居
住
す
る
子
育
て
世
帯
が

市
内
の
新
築
住
宅
や
空
き
家

へ
転
居
す
る
場
合
に
も
取
得

費
用
や
改
修
費
を
助
成
す
る

（
補
助
率
１
／
２
・
上
限
30

万
円
）
。

問
６

市
民
活
動
の
輪
を
拡

大
す
る
新
規
事
業
「
社
会
貢

献
活
動
支
援
事
業
」
の
考
え

を
伺
う
。
（
下
図
参
照
）

答

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ラ
イ
フ

事
業
の
新
規
取
り
組
み
で
、

藤
枝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

「
買
い
物
支
援
」
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
瀬
戸
谷
地
区
で

の
実
証
実
験
（
2
月
～
3
月
）

を
踏
ま
え
て
、
対
象
区
域
を

市
内
全
域
へ
と
拡
大
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。
本
事
業
を
き
っ
か
け
に
市

内
各
地
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
運
転
免
許
自
主
返
納
者
等
の
買

い
物
弱
者
を
主
体
的
に
支
え
て
く
れ

る
市
民
が
増
え
る
よ
う
進
め
た
い
。

問
７

「
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業
」
の
考
え
と
課
題
を
伺
う
。

答

平
成
29
年
度
の
小
中
モ
デ
ル
校

で
の
検
証
の
結
果
、
児
童
生
徒
に
主

体
的
、
対
話
的
な
学
び
が
生
ま
れ
、

教
員
の
授
業
準
備
も
短
縮
で
き
る
等

の
効
果
が
得
ら
れ
た
。
30
年
度
か
ら

全
て
の
小
中
学
校
に
整
備
し
て
い
く
。

課
題
は
教
員
が
機
器
及
び
ソ
フ
ト

を
授
業
で
効
果
的
に
活
用
で
き
る
か

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

日
本
一
の
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
直
接
子
供
の
指
導

に
携
わ
る
教
員
の
力
量
を
高
め
よ
う

と
５
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
事
業
で

あ
る
。
現
職
の
教
員
の
他
に
も
、
こ

れ
か
ら
教
職
を
希
望
す
る
大
学
生
に
、

人
を
育
て
る
と
い
う
職
業
の
す
ば
ら

し
さ
と
大
切
さ
を
伝
え
、
教
職
に
就

く
こ
と
の
誇
り
と
気
概
を
育
て
て
い

る
。
本
年
度
の
教
員
採
用
試
験
で
は
、

「
ふ
じ
え
だ
教
師
塾
」
で
前
期
に
学

ん
だ
大
学
生
の
全
員
が
１
次
試
験
に

合
格
し
、
最
終
的
に
は
合
格
率
60
％

で
あ
っ
た
。
県
内
で
は
、
静
岡
市
、

浜
松
市
、
掛
川
市
で
教
師
塾
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
規
模
・
内
容
と
も
に

『
ふ
じ
え
だ
教
師
塾
』
の
活
動
が
目

を
見
張
る
。
少
子
化
の
中
で
、
教
員

を
志
す
人
も
不
足
し
て
い
る
今
こ
そ
、

『
ふ
じ
え
だ
教
師
塾
』
の
存
在
が
注

目
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

問

教
師
塾
の
指
導
者
が
学
校
を
訪

問
し
、
臨
時
講
師
に
対
し
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
授
業
等
を
参
観
し
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
有
意
義

な
活
動
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

答

県
か
ら
学
校
に
指
導
主
事
訪
問

が
あ
っ
て
も
、
臨
時
講
師
は
指
導
の

対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い
。
教
師
塾
が
指
導
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
で
今
ま
さ

に
子
供
た
ち
と
接
し
て
い
る
臨
時
講

師
に
と
っ
て
は
大
き
な
力
と
な
り
、

そ
れ
が
直
ち
に
子
供
た
ち
に
良
い
効

果
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
育
児
休
業

等
で
休
ん
で
い
る
教
員
の
代
わ
り
に

学
級
担
任
を
多
く
や
っ
て
い
る
の
で
、

学
級
経
営
に
関
し
て
も
指
導
を
受
け

助
か
っ
て
い
る
。

問

静
岡
市
で
は
希
望
者
が
多
い
た

め
、
選
抜
試
験
を
行
い
、
受
講
料
を

も
ら
っ
て
い
る
。
『
ふ
じ
え
だ
教
師

塾
』
で
は
、
希
望
者
を
全
員
受
け
入

れ
、
無
料
で
行
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

内
容
は
大
変
充
実
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た

の
か
。

答

教
育
日
本
一
を
目
指
す
本
市
と

し
て
は
、
教
員
の
養
成
と
育
成
は
大

変
重
要
と
考
え
、
同
時
に
「
授
業
で

人
を
育
て
る
」
と
い
う
教
育
理
念
を

大
切
に
し
て
い
る
。

問

教
師
塾
発
足
当
時
か
ら
、
引
き

続
き
働
い
て
い
る
指
導
者
が
い
る
が
、

特
に
学
校
訪
問
が
多
い
た
め
、
勤
務

が
大
変
で
は
な
い
か
。

答

毎
年
塾
生
の
数
も
増
え
て
お
り
、

学
校
訪
問
に
か
か
る
時
間
は
、
年
々

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
教
育
委
員

会
専
任
の
指
導
員
を
中
心
に
、
退
職

校
長
等
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
学

校
訪
問
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問

効
果
が
大
で
あ
る
の
で
、
さ
ら

に
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
指

導
者
の
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

答

さ
ら
に
教
師
塾
に
力
を
入
れ
、

教
員
養
成
と
育
成
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
指
導
員
の
増
員
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
内
容
も

含
め
、
『
ふ
じ
え
だ
教
師
塾
』
の
体

制
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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平成30年度藤枝市の
施政方針について

代表質問
一般質問

志太創生会
市民の活力アップで、「選ばれ続けるまち」 へ！

ふ
じ
え
だ
教
師
塾

の
存
在
感
を
問
う
。

平
成
30
年
度
の
重
点
戦
略
事
業
は
81
事
業
示
さ
れ
た
。

そ
の
内
、課
題
克
服
に
向
け
た
７
つ
の
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
目
的
と
期
待
す
る
効
果
等
を
質
問
す
る
。

一般質問
遠藤久仁雄

代表質問
平井 登



・
調
査
内
容
を
ど
う
評
価
す
る
か

民
生
委
員
や
関
係
各
課
団
体
か
ら

の
情
報
提
供
を
受
け
、
対
象
者
の
状

況
に
応
じ
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
庁
内

で
の
面
談
を
実
施
し
た
上
で
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
相
談

者
と
面
談
し
な
が
ら
、
個
別
支
援
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。
処
遇
困
難
を

要
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
各
関

係
機
関
の
有
識
者
で
構
成
す
る
支
援

調
整
会
議
を
実
施
し
て
、
個
別
支
援

計
画
の
内
容
等
を
十
分
検
討
し
た
上

で
、
相
談
者
に
と
っ
て
最
適
な
計
画

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

小
学
生
の
学
習
支
援
は
３
、
４
年

生
か
ら
実
施
し
、
第
１
第
３
土
曜
日

に
開
催
し
て
東
京
理
科
大
学
の
学
生

に
指
導
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
れ
以

外
に
も
、
就
労
支
援
の
取
り
組
み
と

し
て
、
就
労
が
可
能
か
の
医
師
判
断

の
た
め
の
通
院
同
行
支
援
、
朝
の
定

刻
に
来
所
さ
せ
る
就
労
意
欲
喚
起
支

援
や
履
歴
書
の
書
き
方
支
援
、
企
業

と
の
面
接
に
向
け
て
の
支
援
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
同
行
支
援
、
就
職
後
の

来
所
を
促
し
近
況
を
伺
っ
た
り
、
電

話
等
に
よ
る
声
掛
け
等
の
定
着
支
援

も
行
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
相
談
者

の
傾
向
を
詳
細
に
分
析
す
る
中
で
、

生
活
保
護
に
陥
る
可
能
性
の
あ
る
方

を
見
極
め
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

・
本
市
に
反
映
で
き
る
点

本
市
で
も
野
田
市
同
様
の
支
援
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
要
な

の
は
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
が

相
談
し
や
す
い
体
制
を
整
え
、
ど
こ

に
相
談
に
行
け
ば
い
い
の
か
を
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

早
期
に
支
援
で
き
、
解
決
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
う
の
で
、
支
援
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
そ
の
他
（
感
想
、
意
見
）

誰
も
が
生
活
困
窮
に
陥
る
か
も

し
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
社
会
の
中
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
は
経
済
的

な
問
題
だ
け
で
な
く
、
身
心
の
問

題
や
家
庭
の
悩
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
複
合
的
に
抱
え
て
い
る

場
合
が
多
く
、
自
立
し
た
生
活
が

営
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
、
生
活
保
護
に
陥
ら
な
い
為
に

も
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
一

層
の
支
援
体
制
の
強
化
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と

「
高
齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

の
ね
ら
い
は
、
２
０
２
５
年
を
目
標

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
を
、
日
常
の
生
活
圏
で
一

体
的
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

医
療
と
介
護
を
中
心
に
、
現

状
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
医
師
会

等
が
努
力
し
て
い
る
が
、
今
後
は
地

域
が
ど
れ
だ
け
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
る
か
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
今
は

多
く
の
老
人
が
病
院
等
の
施
設
に
依

存
し
て
い
る
が
、
今
後
は
他
の
分
野

で
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
施
設
入
所
は
勧
め
た
く
な
い
」
と

講
師
の
先
生
は
言
っ
て
い
た
が
、
要

は
施
設
に
入
所
し
た
途
端
に
、
そ
れ

ま
で
自
分
で
や
っ
て
い
た
動
作
が
や

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
身
体
機
能

が
低
下
し
て
、
早
く
衰
え
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ

と
理
解
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
過

剰
や
一
律
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
自
立
を

妨
げ
て
し
ま
う
の
で
、
か
え
っ
て
良

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
実
際
に
は
家
族
に
介
護
力
が

な
い
た
め
（
老
々
介
護
の
問
題
、
男

性
介
護
者
の
増
加
等
）
、
こ
れ
を
補

え
る
だ
け
の
包
括
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
福
祉
の
充
実
は
益
々

難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
国
は
最
小

限
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
格
差
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
29
年
度
藤
枝
市
議
会
・
議
員

研
修
会
が
１
月
29
日
、
藤
枝
消
防
署

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
突
然
の
病
気
や

ケ
ガ
に
お
そ
わ
れ
た
人
の
命
を
救
う

た
め
の
一
次
救
命
処
置
方
法
で
あ
る

心
肺
蘇
生
の
や
り
方
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
を
体
得
す
る
こ
と
が
目
的
で

し
た
。
藤
枝
消
防
署
・
警
防
課
の
3

名
の
講
師
陣
に
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像

を
使
っ
た
解
り
や
す
い
説
明
と
人
体

模
型
を
相
手
と
し
た
実
技
中
心
の
講

習
内
容
で
し
た
。
議
員
一
人
ひ
と
り

が
、
順
番
に
あ
る
い
は
連
携
し
て
、

「
胸
骨
圧
迫
」
と
「
人
工
呼
吸
」
の

や
り
方
、
そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
正
し
い

使
い
方
を
何
回
も
繰
り
返
し
な
が
ら

学
び
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
習
終
了
後
に
は
、
参
加
議
員
に

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
が
手
渡

さ
れ
、
救
命
技
能
を
有
す
る
こ
と
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
２
年
か
ら
３
年
間
隔
で

定
期
的
に
講
習
を
受
け
、
救
命
技
能

を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
維
持
向

上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
ト
ッ
プ
の

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

が
実
現
し
ま
す
！

新
学
習
指
導
要
領
で

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
必
須
化
」
や
「
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
導
入
」
が
位

置
付
け
ら
れ
る
中
、
本
市

で
は
、
近
隣
市
町
に
先
駆

け
、
29
年
度
に
、
小
中
の

モ
デ
ル
校
7
校
を
指
定
し

て
「
児
童
・
生
徒
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
」
「
電
子
黒
板
」

な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
を
整
備
し

ま
し
た
。
30
年
度
は
、
前
年
度
未
導

入
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
へ
電
子
黒

板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ワ
イ
フ
ァ
イ
環

境
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
対
象

学
年
を
前
年
の
小
学
５
年
生
以
上
か

ら
小
学
１
年
生
以
上
に
拡
充
し
ま
す
。
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生活困窮者自立支援促進、
地域包括ケアシステムなど、
今後さらに重要となる事業を視察。

平成29年度

行政視察
議員研修
の報告

掲載しましたのは報告の一部です。

詳しくは会派サイトをご覧ください。

地
方
分
権
改
革
の

進
展
に
伴
い
、
地
方
自

治
体
に
は
、
市
民
と
の
信
頼
関
係
、
協
働

の
精
神
に
よ
る
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く

り
が
、よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
志
太
創
生
会
は
、
市
民

の
様
々
な
意
見
や
要
望
を
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
政
策
立
案
と
提
言
を
積
極

的
に
行
い
、市
民
の
信
託
に
お
応
え
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
（小
林
）

議
会
雑
観

研
修
講
習

報
告
者

平
井

登

藤
枝
市
議
会
主
催

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

心
肺
蘇
生
法

講
師

藤
枝
消
防
署
警
防
課

川
井
賀
行
さ
ん
、
植
田
靖
子
さ
ん

早
﨑
栄
里
子
さ
ん

研
修
講
座

受
講
者

遠
藤
久
仁
雄

地
方
議
会
総
合
研
究
所
主
催

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

講
師

千
葉
喜
久
也

氏

仙
台
大
学
教
授
、
厚
生
労
働
省
母
子
家
庭

自
立
支
援
事
業
評
価
委
員

行政視察

会
派
視
察
テ
ー
マ

参
加
者

遠
藤
久
仁
雄

平
井

登

小
林
和
彦

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
促
進

事
業
に
つ
い
て

報
告
者

小
林
和
彦

視
察
先

千
葉
県
野
田
市

保
健
福
祉
部


